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TVCAR（Time varying coe箭。ient AR mode1）時間と共に変動するARモデルをベイズ型モデルに
  より追跡する．
NONSPA（Nonstationary spectrum ana1ysis by minimum ABIC procedure）ARモデノレの変化を
  追跡する．これもベイズ型モデルを利用している．




SNDE（Stochastic non1inear differentia1equation model）非線形確率微分方程式型モデルの推定．
ADAR（Amp1itudedependentARmode1）出力の振巾に依存して特性の変わるARモデルのあては
  めを行なう．
EPTREN（Exponentia1po1ynomia1or Fourier series mode1ing of trend and cyc1e of Poisson
  intenSity） ポアッソン型点過程の危険度関数のトレンド・サイクルの推定．
LINLIN（Linear1yse1f－excitingProcesswithtrendand1inearinput） トレンドたらびに線形入力を
  持つ自己励起型点過程モデルのあてはめ．
PGRAPH（Graphic point process analysis）点過程データ解析のためのグラフィック手法プログラ
  ム集．
LINSIM（Simu1ation of the point process identi丘ed by LINLIN） LINLINで得られたモデルのシ
  ミュレーション．
SIMBVH（Simu1ation of a bivariate Hawkes process）ホークス形2変量点過程のシミュレーショ
  ソ．





           都市住民の環境意識の計量化に関する研究
                   水野欽司，大隅  昇
 本研究の目的は，都市住民の環境意識を計量するための有効た調査測定方式の検討と，環境と意識を
関連づける領域クラスタリング・システムの開発を行い，都市環境施策の参考に供することである．
1．環境意識の計量の問題
・都市住民の環境意識の調査 関東・関西の2大都市圏から試験的な調査地域を選び（千葉市市街部・
同隣接部，千里ニュータウン，箕面市・三鷹市・江東区の各一部地域），調査を実施した．いずれも，満
20歳以上の住民を対象とし，選挙人名簿から成人人口に比例する確率で地点を選び，各地点から30人
を抽出した．たお各地域とも，抽出率は約2％である．
 調査の内容は，居住地域に対する総合的な満足感，個々の環境要素（緑，騒音，日常生活の利便性な
ど）に関する不満，住みよい理想のまちと現在住んでいるまちのイメージ差異，環境対策への希望，個
人特性，などの質問からたる．構成は，一部の質問を除き，全調査を通じて同一である．また，意図的
に類似質問の反復を多くし，回答の信頼性検討や尺度化に備えている．調査形式は留置法で，回収率は
千葉市市街部の53％を例外として，各地域70％前後である．
・環境意識計量に関する検討 調査結果のデータについて次の諸検討を行った．黒地域間および同地域
内の地点問の差に対する各質問の識別力，類似質問の比較による回答内容の信頼性の評価，個人特性別
の回答傾向など，質問・回答の基本的な性質．総合的“住みやすさ感”の構造，個々の環境特性に対す
る充足感相互の関連など，質問内容間の相関的な特徴．さらに，意識の内容を縮約するための尺度化（ス
ゲ一リング）の問題点（質問の合成の考え方とその手順など）の検討である．これらにより，各質問の
意味内容や質問の種別に応じて回答が地域差や地点差とどう結びつくかの諸特徴を見出すことができ
た．また，種々の尺度化手段により，本来漠然としている“環境意識”を，ある程度妥当かつ信頼でき
